
第２章 令和２年度事業の実績概要

令和２年度事業の実績額及び税収等実績額1

表：令和２年度清流の国ぎふ森林・環境基金事業　予算額及び実績額一覧

（注）最下欄の合計と、個々の事業実績額の合計は合わない。
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（1）令和２年度事業実績額
　令和２年度は、清流の国ぎふ森林・環境税の税収額等を12億5,829万９千円と見込み、過

去の残額の一部4,465万３千円を加えた、13億295万２千円で当初予算を立てました。

　また、要望の多い環境保全林整備事業や里山林整備事業に対応するため、基金残高を活用

し、３億1,870万８千円を９月補正予算で加え、合計16億2,166万円で各種の森林・環境基金

事業を実施しました。

　一方、令和２年度森林・環境基金事業の実績額は12億660万８千円、次年度への繰越額は

１億3,133万４千円で、９月補正後の予算から、２億8,371万８千円の残余となりました。

森林・環境基金事業名 予　算　額 実　績　額

501,708千円
0千円

20,000千円
289,000千円
（上記3の内数）

50,000千円
127,000千円
24,000千円
3,000千円
21,000千円
30,000千円
  2,500千円
3,000千円
19,500千円

（上記12の内数）

50,000千円
40,739千円
14,000千円
35,000千円
5,300千円

107,500千円
14,500千円
7,700千円
79,869千円
4,000千円
19,844千円
6,000千円
8,000千円
1,500千円

137,000千円
（上記27の内数）

1,621,660千円
（うち当初予算1,302,952千円）

1-1 環境保全林整備事業
1-2 100 年先の森林づくり普及推進事業
2 水源林公有林化支援・推進事業　
3 里山林整備事業
4 森林地域外危険木除去事業
5 観光景観林整備事業
6-1 野生鳥獣保護管理推進事業（ニホンジカ・イノシシの捕獲推進）
6-2 野生鳥獣保護管理推進事業（カワウ等対策）
7 野生鳥獣保護管理推進事業（市町村職員の育成）
8 野生動物総合対策普及推進事業
9 流域協働による効率的な河川清掃事業
10 生きものにぎわうため池再生事業
11 水田魚道設置推進事業
12 生態系保全団体支援事業
13 生態系保全市町村支援事業
14-1 河川魚道の機能回復事業
14-2 河川魚道の機能回復事業
15 用排水路・河川落差解消支援事業
16 木質バイオマス利用施設導入促進事業
17 小水力発電による環境保全推進事業
18 木の香る快適な公共施設等整備事業
19 ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業
20 県民協働による未利用材の搬出促進事業　
21 ぎふ木育拠点整備等事業
22 ぎふの木育教材導入支援事業　　　　　　　　　　　　
23 森と木と水の環境教育推進事業
24 清流の国ぎふ森林・環境税事業推進事業
25 上流域と下流域の交流事業
26 生物多様性に配慮した地域づくり普及推進事業
27 清流の国ぎふ地域活動支援事業
28 清流の国ぎふ市町村提案事業

357,512千円
0千円

12,318千円
271,227千円
　（上記3の内数）
    25,797千円
101,337千円
21,018千円
500千円

20,343千円
29,997千円
 2,122千円
1,566千円
13,511千円

（上記12の内数）

49,963千円
33,503千円
8,414千円
15,537千円
1,202千円
 31,966千円
13,193千円
6,402千円
65,210千円
2,312千円
12,670千円
3,341千円
5,453千円
801千円

99,391千円
（上記27の内数）

1,206,608千円
合　計



表：令和元年度（繰越）清流の国ぎふ森林・環境基金事業　予算額及び実績額一覧

表：税収等実績一覧
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（2）令和２年度税収等実績額
　令和２年度の税収等実績は12億6,030万3千円で、見込みに比べ、200万4千円の増加となり

ました。

（3）森林・環境基金等の繰越金（残金）の取扱い
　令和２年度の森林・環境基金事業の予算のうち、残余額2億8,371万8千円と令和元年度ま

での繰越金の一部12万８千円の合計に、令和２年度税収等の増加額200万4千円を加えた、2

億8,585万1千円が令和３年度以降への繰越金となりました。

　この繰越金については、引き続き事業目標を達成するため、森林・環境基金事業評価審議

会の意見を踏まえ、令和３年度の事業に有効活用していきます。

森林・環境基金事業名 予　算　額 実　績　額

96,585千円

27,913千円

18,028千円

1,000千円

143,527千円

1-1 環境保全林整備事業

14-1 河川魚道の機能回復事業

14-2 河川魚道の機能回復事業

17 小水力発電による環境保全推進事業

91,319千円

27,913千円

15,580千円

1,000千円

135,812千円合　計

区　分 金　額 備　考
283,718千円

128千円

2,004千円

285,851千円

令和２年度森林・環境基金事業費の残余額

令和元年度までの繰越金の残余額

税収等増加額

繰越金（基金残金）　合計

区　分 増　減

＜収入＞
清流の国ぎふ森林・環境税等
　○清流の国ぎふ森林・環境税
　○ふるさとぎふ振興寄附金等
　○運用益（利子）
　○繰越不用額等

2,004千円
▲7,480千円
1,891千円
▲121千円
7,714千円

実　績

1,260,303千円
1,250,520千円
1,891千円
178千円
7,714千円

予算（見込み）

1,258,299千円
1,258,000千円

－
299千円

－

（注）最下欄の合計と、個々の区分の合計は合わない。

（注）総額と区分の合計は合わない。

基金の内訳

令和２年度　森林・環境基金の状況

総額
1,623,792
千円

執行状況

総額
1,623,792
千円

令和元年度までの
残余額
363,489千円

繰越不用額等
7,714千円

運用益
178千円
寄附金
1,891千円

納税額
1,250,520千円

森林・環境基金
事業費
1,337,942千円

次年度繰越額
285,851千円



表：清流の国ぎふ森林・環境基金事業実績量一覧
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令和２年度事業の実績量2

事業名 事業の概要 ５年間の
必要事業量

令和２年度
計画量

令和２年度
実績量

備考
（R3繰越分予定量）

1-1　環境保全林整備事業
水源林等における間伐等
を行う市町村等への支援

望ましい森林に誘導する
ための施業方法の検証

森林の公有林化を行う市
町村への支援等

里山林整備を行う市町村
等への支援

住民に身近な森林外の危
険木伐採への支援

鳥獣対策に従事する市町
村職員の育成支援

鳥獣対策に関する調査研
究等

上下流域が連携した河川
清掃活動の実施

生態系を復活させるモデ
ル的な取組み支援

生態系保全に取り組む市
町村への支援

ため池の外来種を駆除
し、生態系の保全を図る
モデル的な取組み支援

水田魚道の設置を推進
し、多様な在来魚類の生
息環境拡大を図る

カワウ等の捕獲等による
被害対策活動に対する支
援

観光道路沿における景観
形成のための森林整備を
行う市町村への支援

ニホンジカ等の個体数管
理を目的とした捕獲を行
う市町村等への支援

2,600ha 455.47ha
1,712.74ha
（うちR1繰越分

421.13ha）

-ha

13.95ha

３箇所

74.53ha

884羽

１人

68河川

３箇所

６団体

８市町村

１地区

810人

309.68ha

66箇所

6,600頭

０頭

13,000ha

-ha

20ha

10箇所

70ha

700羽

６人

500人

68河川

３箇所

１地区

５団体

６市町村

650ha

40箇所

7,500頭

200頭

2.90ha

100ha

50箇所

350ha

30人

15箇所

25団体

30市町村

森林整備
：3,250ha
危険木除去
実施箇所
：200箇所

ニホンジカ
：37,500頭
イノシシ
：1,000頭

カワウ等
：3,200羽

73河川
（累計）

研修会の
開催箇所
：５地区

講習会等の
参加者数
：2,500人

2　　水源林公有林化支援・推進事業

1-2　100年先の森林づくり普及推進
事業

3　　里山林整備事業

4　　森林地域外危険木除去事業

5　　観光景観林整備事業

6-1　野生鳥獣保護管理推進事業
　　　（ニホンジカ・イノシシの捕獲推進）

6-2　野生鳥獣保護管理推進事業
　　　（カワウ等対策）

7　　野生鳥獣保護管理推進事業
　　　（市町村職員の育成）

8　　野生動物総合対策普及推進事業

9　　流域協働による効率的な河川
清掃事業

10　生きものにぎわうため池再生
事業

13　生態系保全市町村支援事業

12　生態系保全団体支援事業

11　水田魚道設置推進事業
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事業名 事業の概要 ５年間の
必要事業量

令和２年度
計画量

令和２年度
実績量

備考
（R3繰越分予定量）

14-1　河川魚道の機能回復事業 県管理河川の魚道の適
切な維持管理の実施

魚道内の堆積土砂除去や
魚道施設の改修等の実施

農業用用水路等の落差を
解消するための取組み支
援

公共施設等の木質バイオ
マス利用施設の導入を行
う市町村等への支援

小水力発電所の設置及
び施設を活用した環境保
全学習への取組み支援

ぎふの木を使った教材の
導入を行う教育福祉関連
施設等への支援

子どもたちを対象とした
環境教育の実施

外来生物対策や希少種
の保全についての講演会
等の開催

創意工夫ある森づくりや
川づくり活動への支援

市町村が提案する事業へ
の支援

事業評価審議会開催
税の広報事業

環境保全の理解を深める
ツアーの実施

県民協働による未利用材
の搬出を行う市町村への
支援

「ぎふの木」を核とした学
び等のサービスを享受で
きる常設拠点の整備

教育福祉関連施設等の
木造化、内装木質化を行
う市町村、関係法人等へ
の支援

学校等の机・椅子などの
導入を行う市町村等への
支援

80%

１施設

１施設

86.9%

３箇所
１箇所

３地区

２施設

５施設

4,300.3ｔ

48施設

20,351人

３回

９回

49件

６回

15件

709人

66人

１施設 
71台

866
セット・個

健全な魚道
：80％

工事：６箇所
設計：６箇所

２箇所
２箇所

１地区

３施設

９施設

4,200ｔ

60施設

1,000人

80人

３回

15回

40件

６回

20件

１施設
20台

1,200
セット・個

５地区

15施設

45施設

施設整備
：１施設
入場者数
：50,000人 20,000人

審議会15回

300施設

30回

190件

200件

ボイラー：５施設
ストーブ：100台

6,000
セット・個

20,600ｔ

75回

新規実施校（園）の
参加者数

：5,000人
指導者研修等の

参加者数
：400人

15　用排水路・河川落差解消支援
事業

14-2　河川魚道の機能回復事業

16　木質バイオマス利用施設導入
促進事業

17　小水力発電による環境保全推
進事業

18　木の香る快適な公共施設等整
備事業

19　ぎふの木で学校まるごと木製
品導入事業

20　県民協働による未利用材の搬
出促進事業

21　ぎふ木育拠点整備等事業

22　ぎふの木育教材導入支援事業

23　森と木と水の環境教育推進事
業

24　清流の国ぎふ森林・環境税事
業推進事業

28　清流の国ぎふ市町村提案事業

26　生物多様性に配慮した地域づ
くり普及推進事業

27　清流の国ぎふ地域活動支援事
業

25　上流域と下流域の交流事業


